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3１．本日の議題について

◼ 前回委員会にて、検証方法を、(1)本事象が生じた経緯等の検証と、(2)契約等のプロセスや工事
費増加の検証の２つに大別し、それぞれに検証を進めることとしたところ。

◼ 現在、一般送配電事業者の協力を得ながら(2) のうち、工事費増加の検証を進めており、本日は
その対応状況についてご報告する。

◼ なお、契約等のプロセスについても、電源開発NWにおける受発注の手続きの詳細について確認を進
めており、一定程度確認ができたところで(1)も含め、改めて進捗についてご報告する予定。
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◼ 工事費増加の検証に当たっては、まずは工事設計・計画策定に関する「基本的な考え方」を整理・
確認し、標準的な工事内容と判断できるものを選別した上で、「基本的な考え方」とは異なる理由で
決定した工事を抽出し、それらが適切なものか評価することとしている。

◼ 基礎工事については、電源開発NWより提出のあった、基礎型選定フロー及び基別設計結果一覧
をもとに、一般送配電事業者の協力を得ながら内容を確認している。

３．基礎工事の検証について
①基礎工事の検証の進め方について
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３．基礎工事の検証について
②改善の可能性がある事例（ ）
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３．基礎工事の検証について
③「基本的な考え方」の妥当性
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３．基礎工事の検証について
④基礎工事の効率的な検証
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◼ 仮設備については、地形・地質や既設道路有無、用地協議状況などの立地により、個々の地点で
のオーダーメイドの要素が多く、一定程度の定型化ができた場合でも、個々の事情による変動要素や、
工事実施以降に判明した状況による変動要素も大きい。

◼ まずは、検証の方法としては基礎工事と同様に、以下のフローにて実施し、特に仮設備の規模や運
搬ルート選定については一定のスクリーニングが可能と考える（11～12スライド）。

◼ 加えて、一般送配電事業者においても仮設備のコストダウンを日々検討しているため、電源開発
NWとは異なる目線からコスト低減に向けた着眼点について具体的に提案する。

４．仮設備の検証について
①仮設備の検証の進め方について
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４．仮設備の検証について
②鉄塔周辺仮設備の確認方法
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４．仮設備の検証について
③運搬仮設備の確認方法
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４．仮設備の検証について

④運搬仮設備の個別確認例（ ）
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４．仮設備の検証について
⑤仮設備関係でのコスト低減に向けての着眼点

◼ 電源開発NWの基本的な考え方にそって各仮設備の妥当性を確認しつつ、並行して一般送配電事
業者から電源開発NWとは異なる目線で以下のようなコスト低減に向けた着眼点を提案していく予
定。電源開発NWにて現地の状況や経済合理性も勘案しつつ、適用可能性を検討し、コスト削減
につなげる。
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◼ 工事費増加の検証としては、基本的には「検証の進め方」にそって検証を進めることで、コスト低減に
向けた具体的な提案につなげていく。

◼ 今後、本委員会において、改めて先行工区での確認結果をご報告させていただくとともに、それを踏ま
え、コスト削減を反映した工事費を再算定することとしたい。

◼ 一方、これら一連の検証が全てまとまってから検証結果を設計に反映するのでは、工事の遅延などの
原因にもなる。

◼ 電源開発NWでは先行工区以外についても、詳細設計の段階にあることから、今後、検証作業では、
先行工区全体で確認ができたコスト削減策は、その適用の可能性を都度、先行して電源開発NW
が検討し、設計等に反映していくこととしたい。

５．まとめ


